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   履　　歴　　書
  本　籍  東京市芝區西久保櫻川町四番地
  現住所  東京市芝區三田小山町廿五番地
     戸主　　士族　佐々木勝成
      　　　明治拾貳年六月貳拾八日生



































３．ご夫妻はすでに，家族資料の他，合衆国国勢調査，乗船名簿，Seatle Times等を用いたJunko and Jack White, Great-
Grandfather Katsunari Sasaki in America, November 5, 2013を執筆されている。シアトル在住のお二人の今後の研究を期待し
たい。なお，ジャック・ホワイト氏は，今泉氏から送っていただいた論文から推察するに本来は科学史の研究者のよう
に思われる。Jack R. White, “Hershel and the Puzzle of Infrared: An astronomer took a mental leap to first connect light and heat”, 
American Scientist, 100⊖3（May-June 2012）参照。
４．カール・ヨネダ『在米日本人労働者の歴史』新日本出版社，1967年，43⊖44頁，参照。
５．私にそのように感じさせたのは『大北日報』の1919年，1920年の元旦号である。いずれも当時のシアトルの著名人を取
り上げて批評しているのだが，1919年には，佐々木勝成の長所として「談論風発，兎も角も正義を盾」，短所として「勞
働組合の幹部に使用主側の巨頭を頂く，少年と女の涙にもろし」と書いている。また1920年の記事は，取り上げた人物を
過去派，現在派，未来派に分類しているが，佐々木は過去派とされ，「生命の組合を棄てゝ觀光と洒落る」と揶揄されて
いる。いずれも彼と「日本人労働組合」が本来目指したような路線を追求できないでいる状況を示しているように私には
思えたのである。なお，前掲『アメリカ労働運動と日本人移民』で私は，これらの記事の紹介に続いて，翌1921年にシア
トル日本人社会で発生した事件において『大北日報』社主で『米国西北部日本移民史』の著者でもある竹内幸次郎と佐々
木が激しく対立したことを記し，「『米国西北部日本移民史』が労働問題にかなりの頁を割きながら，佐々木勝成の功績に
言及することが少ないのは，あるいはこの事件における竹内と佐々木の対立と関係があるのかも知れない」と書いている。
今思えばこの推測は軽率であった。竹内幸次郎はそんな器の小さい男ではない。ここで訂正しておきたい。
６．末尾近くに（執筆中：佐藤淳）と記されていることから，本堂平四郎に関する記述の筆者は佐藤淳氏であることが明ら
かであるが，「Radiofly Wiki」全体の筆者が同氏であるか否かは私には不明である。なお，「Radiofly Wiki」はインターネッ
トから削除されたようであるが，本堂平四郎とラジオ放送の関係について言及したサイトは2016年８月現在もインター
ネット上に散見される。
７．今泉治子氏の筆者宛2013年11月５日付書簡による。
８．大正11年８月22日付『官報』第3008号によれば，東京５番及び６番の施設者は東京市麹町区白酔堂の本堂平四郎であ
る。本堂平四郎は佐々木の妹ソノ（園子）の夫であるから親族関係としては佐々木の「義弟」であるが，1870年生まれで，
1879年生まれの佐々木よりも９歳年長であり，さらには東京各地の警察署長を務め，特に赤坂警察署長時代に掏摸の大物
13
－357－
アメリカ西北部日本人移民労働運動の先駆者，佐々木勝成に関する新資料 357
として有名であった仕立屋銀次を逮捕したことで広く名を知られていた。1919年に麹町署長を辞して実業界に入っている。
他方佐々木は若くして渡米しており，アメリカ西北部でこそ著名人であったが日本では無名に等しく，官界，実業界の人
脈も乏しかったと思われる。それゆえ，ラジオ事業がこの義理の兄弟二人の共同事業であったならば，公的，対外的には
本堂平四郎が代表者となるのが自然だったと思われる。以上，多田力氏所蔵の「Radiofly Wiki」のコピーの他，『讀賣新聞』
1909年７月９日，『東京朝日新聞』1919年６月14日を参照した。またWikipediaでは「アマチュア無線」の項に「本堂平四郎（東
京五番・六番）に私設無線電話施設が許可された」という記述がある。
９．この選挙について今泉治子氏は，「在米の昔からの方達」からの支援を受けて「祖父も止むなく立候補致しましたが国
内でのバックもなく当然のように落選致しました」と書いておられる（今泉氏の筆者宛2013年11月５日付書簡による）。佐々
木の人生で周囲の人々からもっとも注目され評価されたのはやはり在米中の「日本人労働組合」指導者としての活動であっ
たと思われる。なお多田力氏にいただいた資料中の戸籍謄本コピーによれば佐々木は1956年７月28日に東京都港区で死去
している。
10．竹内幸次郎『米国西北部日本移民史』159頁，参照。
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